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―私が目指す「バスケットボール」

田中

「日本一」という目標を掲げているので、日本一のチームとしてどのようであるべきかを考えなが

ら、バスケットボールを楽しむことを大前提にチーム内で切磋琢磨しながらプレーしています。



永野

とにかく全力でハードにプレーすることを心がけています。

高校までは、個人プレーが主でバスケットボールをしていて、大学に入ってからチームプレーを学

んでいます。それが楽しいですし、もっとチームの一員としてチームのバスケを実現できるように

したいです。

―筑波大学をどう思っていた？

田中

頭が良い印象がありました。バスケットボールだけでなく、他の部活も高いレベルでやっているの

で、部内外関わらず刺激をもらっています。

永野

女子バスケットボール部に入ってプレーすることが目標だったので、大学自体についてはあまり

調べていませんでした（笑）。バスケ部自体としては、もっとピリピリした場所だと想像していました

が、実際に入ると全くそんなことはありませんでした。

―今のチームで学んだこと、チームの好きなところ

田中

日本一を獲ることを目標としていますが、結果だけではなく、そこまでの過程が大切なのだと学び

ました。



チームの好きなところは、明るい選手が多く、練習でも試合でもいい雰囲気でプレーできていると

ころです。

永野

今のチームで学んだのは、プレーの中でチームの一員として動くことです。あとは、高校までは全

国大会には縁が無かったので、日本一を目指す姿勢を学びました。

チームの好きなところは、先輩後輩関係なく仲良くしてくれるところです。

― これからの目標（直近の目標、人生の目標）

田中

チームとして、日本一を獲ることが直近の目標です。

これからもバスケットボールを続けていくので、筑波大学で学んだことを活かしてバスケットボー

ルを楽しんでいければと思います。

永野

直近の目標は、もっと自信をもって頭を使ったバスケをできるようになることです。



今後何を目指すかは決められていませんが、大学でスポーツについて幅広く学んで絞っていけ

ればいいなと思っています。

―未来のチームメイトに一言

池田

筑波大学女子バスケットボール部は、勉強もバスケットボールも全力で打ち込める環境が整って

いて、私自身も４年間を通してとても充実した毎日を過ごすことができました。ぜひ、筑波大学に

来てください！

永野

女子バスケットボール部に入部することは、今まで関わるはずの無かった人と出会うチャンスに



なります。大学時代一番熱中したことがバスケットボールといえる日々を過ごせると思います。


